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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。ま
た、自殺・うつ病等の課題も多く、メンタルヘルス、自殺
予防対策を図ることが必要となっている。
　  このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため。

〇時期：令和６年３月頃予定
〇内容：
・南空知圏域における健康課題と健康づくりに係
る取組について　等

（実施予定なし）
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
　このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供制を
整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため。

○時期：令和6年2月中旬～3月上旬頃（日程調
整中）
○内容：
・睡眠に関するセミナー（睡眠リテラシ-格差をな
くす等）
・自殺予防対策計画について（概要等説明）
・すこやか北海道21について（道計画評価及び
圏域行動計画策定スケジュール報告）

(集合研修・WEB研修含め調整中)

（実施予定なし）
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　地域保健と職域保健の連携により、それぞれの機関
が実施している健康教育や健康相談、健康に関する情
報等を共有し、北空知圏域在住者や在勤者の違いに
よらず、地域の実情を踏まえたより効果的・効率的な保
健事業を展開し、もって住民の健康寿命の延伸及び生
活の質の向上を目的とする。

書面開催
〇日時：令和５年３月31日（金）
〇出席者：16名（市町５、労働基準監督署１、地産保センター１、商工会議所１、商工会４、医師会１、農
協２、事業所１）
〇内容：
【議題】
・北空知圏域健康づくり事業行動計画の事業進捗状況について

【報告】
・健康経営について
・受動喫煙防止対策について

新型コロナウイルス感染症の影
響等により、数年実地開催ができ
ない間に複数の構成機関の担当
者変更等があったため、地域・職
域連携事業の概要や効果等を改
めて共有する必要がある。また、
連絡会全体における健康課題の
解決に向けた具体的な連携事業
の取組等には至っていない。

○時期：令和６年２月頃
○内容：
・「北海道健康増進計画」及び「北空知圏域健康
づくり事業行動計画」の最終評価及び次期計画
策定について
・「受動喫煙防止対策」に係る情報共有

（実施予定なし）
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
　このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりの ための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、 生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

書面開催
○日時：令和５年（2023年）３月29日（水）
○出席者：23名（市町村4、商工会議所2、商工会2、農業協同組合4、漁業協同組合1、事業所2、産業
保健センター１、健診機関2、医師会2、住民代表2、事務局）
○内　容：
【情報提供】
　江別保健所管内の健康課題について、ほっかいどうヘルスサポートレストランについて、北海度のき
れいな空気の施設登録事業について、自殺予防対策（メンタルヘルス対策）について、糖尿病連携手
帳について（手帳も配布）、江別保健所管内健康経営優良法人2022（中小規模法人部門）認定法人取
組事例集について（当所が作成した事例集を配付）、北海道循環器病対策推進計画について、新型コ
ロナウイルス感染症対策について

　様々な要因から協働での事業
実施は難しく、地域保健と職域保
健が相互の現状を知ること、相互
に役立つと思われる情報を周知
することにとどまっていること。

【札幌圏域健康づくり事業行動計画の推進（連絡会）】
○目的：札幌圏域の健康づくり対策を推進する。
○日時（期間）：令和４年（2022年）４月～令和５年（2023年）３
月
○連携機関：札幌圏域地域・職域連携推進連絡会構成機関
○内容：令和４年度（2022年度）の各機関における健康づくり
事業取組実績を書面にて収集し、結果をまとめ、情報を還元
した。

　各保健所管内（江別、千歳、
札幌市）の健康課題が違うた
め、各機関の取組を共有する
ことにより、今後の連携につ
ながるものと思われる。

　喫煙率の減少、がん検診受
診率の向上、メタボリックシン
ドローム該当者の割合の減
少、自殺死亡率の減少を目指
しているため。

（連絡会）
○時期：令和５年度内（会議は開催せず、書面
による情報収集と情報提供）
○内容：札幌圏域健康づくり事業行動計画の評
価にかかる情報収集と課題を踏まえた今後の推
進に向けた情報提供

（実施予定なし）
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
  このため、地域保健と職域保健の連携により、健康づ
くりのための健康情報の共有や保健事業の共同実施、
更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活用し、
生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制を整
備し、生活習慣病予防対策を推進する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症予防対策のため

○時期：令和６年２～３月
〇内容：
・地域保健・職域保健における健康づくり対策に
ついて（情報交換）
・職域における健康づくり対策について（活動報
告）
・情報提供

（実施予定なし）
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　市民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
　地域保健と職域保健の連携により、健康づくりのため
の健康情報の共有、保健事業の共同実施及び健康づ
くりに関する社会資源の相互活用を行い、生涯を通じ
た継続的な保健サービスの提供体制を整備し、並びに
生活習慣病予防対策を推進するため、札幌部会を設
置する。

○日時：令和４年12月13日（火）
○出席者：11名（北海道国民健康保険団体連合会、北海道労働保健管理協会、札幌市医師会、連合
北海道札幌地区連合会、札幌市産業医協議会、北海道看護協会、北海道大学教授、札幌薬剤師会、
札幌歯科医師会、健康保険組合連合会北海道連合会、北海道栄養士会）
○内容：
【報告事項】
・「健康さっぽろ21（第二次）」の推進における札幌市の取組状況及び最終評価について、札幌市歯科
口腔保健推進条例の制定について、　札幌市がん対策推進プランの進捗について

【情報交換】
・各所属での健康づくりの取組状況。

限りある人材と予算の中で運営し
なければならないため、持続可能
な事業について工夫が必要。

【～特定健診へ行こう！～とくとくキャンペーン＠アリオ】
○目的：生活習慣病の発症･重症化予防を推進するため、地
域･職域保健の関係機関が連携し、特定健康診査･特定保健
指導の受診行動につなげるための普及啓発を行う。
○日時（期間）：令和５年２月18日
〇場所：イトーヨーカドーアリオ札幌店
○連携機関：北海道、札幌市、全国健康保険協会北海道支
部、北海道労働保健管理協会、サツドラホールディングス
○内　容：
・特定健診やがん検診、健康づくり関連パネル・モデル等の展
示
・生活習慣病予防に関する測定機器を使用した健康チェック
・来場者への特定健診受診勧奨リーフレットや協賛品の提供
・イベントの打合せを通じ、それぞれの職域と情報交換。

　イベント開催に向けた打合
せ等を通じ、それぞれの関係
機関の取組について理解を
深め、情報交換を行えたこと
で、連携が強化された。

　特定健康診査・特定保健指
導の受診率を上げる必要が
ある。

○時期：令和５年８月頃
○内容：
・「健康さっぽろ21（第二次）」の推進における札
幌市の取組報告等について
・各所属での健康づくりの取組状況

【特定健診・特定保健指導等普及啓発事業】
○実施目的：生活習慣病の発症・重症化予防を推進するため、
地域・職域保健の関係機関が連携し、特定健診診査・特定保健
指導の受診行動につなげるための普及啓発を行う。
○実施予定日時（期間）：令和６年（2024年）2月
　※その他、令和５年4月～令和６年2月で打合せ、情報交換等あ
り
○実施予定場所：イトーヨーカドーアリオ札幌店
○連携予定機関：北海道、札幌市、全国健康保険協会北海道支
部、北海道労働保健管理協会、サツドラホールディングス
○実施予定内容：イベントを通じ、特定健康診査・特定保健指導、
がん検診等の受診行動につなげるための普及啓発。イベントの
打合せを通じ、それぞれの職域と情報交換。
○実施により期待される効果等：様々な関係機関が連携協力し、
課題解決に向けた活動の推進を図ることができる。
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　健康寿命を延ばし、生活の質の向上を目指した「後
志圏域健康づくり事業行動計画」推進の一環として、地
域と職域が連携し、生活習慣病等の健康課題解決に
向け、働き盛りの中高年の健康度を上げる事を目的
に、後志地域・職域連携推進連絡会を設置する。

○日時：令和５年３月17日（金）
○出席者：16名（労基１、商工会議所１、歯科医師会１、栄養士会１、局内他課１、市町村11）
○内容：
【情報提供】
・後志圏域地域・職域連携推進連絡会について
・令和４年度後志地域・職域における健康づくり対策の実施状況について
・健診受診率向上の取組に係る参考事例について

【情報交換】
・各構成機関から情報交換希望内容を照会し、希望のあった内容で情報交換（特定健診・特定保健指
導、がん対策、糖尿病対策、運動習慣等）を行った。

　「後志地域・職域連携推進連絡
会」の認知度が低く、連絡会の周
知に取り組んだところ、例年よりも
出席者が増加した。しかし、顔の
見える関係づくりの構築段階であ
り、地域と職域が連携できる体制
にはまだなっていない。

○時期：令和６年１～２月頃
○内容：
・情報提供「協会けんぽの取組について」（案）
・後志圏域健康づくり事業行動計画の次期計画
について

（実施予定なし）
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未開催
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため。

〇時期：未定
〇内容：
・西胆振圏域における健康課題と健康づくりに係
る取組について等

（実施予定なし）

二次医療圏地域・職域連携推進連絡会開催状況一覧　（令和４年度実績、令和５年度計画）

NO
圏

域

保

健

所

開始

年度
事業目的 連絡会　（開催回数・内容等） 事業を進める上での課題 その他連携事業等 事業効果

連携事業実施に至った健康
課題等

Ｒ５事業計画内容
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　この事業は、地域保健と職域保健の連携により、そ
れぞれの機関が実施している健康教育や健康相談、
健康に関する情報等を共有し、東胆振圏域在住者や
在勤者の違いによらず、地域の実情を踏まえたより効
果的・効率的な保健事業を展開し、もって東胆振圏域
住民の健康寿命の延伸及び生活の質向上を目的とす
る。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症予防対策のため

○時期：令和５年12月15日（金）
○内容：
・講義「健康事業所宣言の認定事業と健康経営
　　　　　の取組について」
・意見交換「生活習慣病予防の取組について」
・情報提供

（実施予定なし）
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　地域における健康づくりの取組を支援するため、地域
保健と職域保健の連携により、それぞれの機関が実施
している健康教育や健康相談、健康に関する情報を共
有し、 在住者や在勤者 の違い によらず、地域の実情
を踏まえたより効果的・効率的な保健事業を 推進 し、
もって 地域住民 の健康寿命の延伸及び生活の質の
向上を目的とする。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため。

○時期：令和６年１～２月頃
○内容：
・次期日高圏域健康づくり事業行動計画作成の
ための検討について

（実施予定なし）
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
　このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

未開催
・H20年度以降の連絡会の未開催理由は記録がなく不明。R４再稼働予定もコロナにより開催延期）

・連絡会が長年休止状況であり、
構成機関への事業説明・参画依
頼が必要。
・各構成機関からみた健康づくり
のニーズや課題を把握したうえ
で、顔の見える関係づくりをするこ
と、具体的な取組につなげること
が必要。

○時期：令和５年６月～８月頃
○内容：
【連絡事項】
・北海道健康増進計画及び南渡島圏域健康づく
り事業行動計画について
・北海道受動喫煙防止条例について
・北海道・南渡島圏域の健康の状況について（R
４健康づくり道民調査、KDB・KDBexpanderより）
・協会けんぽ加入者の状況について

【協議事項】
・今後の取組について

（実施予定なし）
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　生活習慣病の医療連携体制や、がんの早期発見に
関すること及び５疾病対策に関することについて協議
する。

※北渡島檜山保健医療福祉圏域連携推進会議　生活習慣病専門部会と合同開催
書面開催
○日　時：令和５年3月16日（木）～４月14日（金）
○出席者：5名
○内　容：
・北渡島檜山地域推進方針の進捗状況及び評価について
・北海道のがん登録について　ー「２０１８北海道のがん登録状況」ーより
・北海道受動喫煙防止対策の進捗状況について

○時期：未定
○内容：
・当圏域は道内市町村と比較し、特定健診受診
率が低く、1人あたりの医療費が高額であるた
め、特定健診受診率向上等生活習慣病予防に
ついて情報共有、意見交換等を行う。

（実施予定なし）
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　地域保健と職域保健の連携により、それぞれの機関
が実施している健康教育や健康相談、健康に関する情
報等を共有し、北海道内在住者や在勤者の違いによら
ず、地域の実情を踏まえたより効果的・効率的な保健
事業を展開するなど、道民の健康寿命の延伸及び生
活の質の向上を図ることが必要である。
　こうしたことから、地域の実情に応じた協力体制によ
る、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供や健康
管理体制を整備・構築するため、「上川中部圏域地域・
職域連携推進連絡会を設置する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症対策用務のため

〇時期：令和６年１月頃
〇内容：
・健康づくり事業行動計画について
・北海道循環器病対策推進計画について
・がん検診受診率向上について

（実施予定なし）

13

上

川

北

部

名

寄
18

　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
　このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

○日時：令和５年２月９日（木）
○出席者：12名（市町村２、労働基準監督署１、商工会１、上川北部医師会１、事務局６、協会けんぽ
１）
○内容：
【報告事項】
・上川北部圏域健康づくり行動計画事業実績報告書について
・健康づくり道民調査の実施について

【講演】
・名寄保健所管内（協会けんぽ加入者）の状況について
　講師:：全国健康保険協会北海道支部企画総務部企画総務部企画グループ長補佐　石垣　喜子　氏

【情報提供】
・歯科健診結果報告の義務化について
　名寄労働基準監督署安全衛生課長　齋藤　英美　氏

○時期：令和６年２～３月頃
○内容：
・上川北部圏域健康づくり事業行動計画の進捗
管理状況について
・北海道国民健康保険団体連合会における、当
圏域の健康課題について

（実施予定なし）
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査  等の保健事業に
よる継続した健康管理を支援することが必要である。
    このため、地域保健と職域保健の連携により、健康
づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同実
施、更には、健康づくりに関する社会資源を相互に活
用し、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
を整備し、生活習慣病予防対策を推進する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症対策のため

　未開催期間が長期になったた
め、以前まで取り組んでいた課題
をどのように進めていくか、あらた
めて検討が必要な状況となってい
る。

　 ○時期：未定
○内容：
○目的：地域保健と職域保健の連携による働き
盛り世代の生活習慣病予防対策の取り組みを
推進するため、地域・職域連携推進連絡会にお
いて健診受診の意義や健康づくりの重要性の理
解を深め、事業所の健康管理に関する取組を検
討する。
○参集予定範囲：富良野圏域地域職域連携推
進連絡会構成機関
○予定テーマ・内容：効果的な健診実施方法と
啓発活動の協議
○期待する効果：各構成機関の取組の情報共
有と必要な連携事業の課題を把握できる

○事業名：未定
○実施目的：働き盛り世代の健康管理の必要性と事業所での健
康管理の必要性の理解が深まるよう講演会を開催し、意識向上
を図る。
○実施予定日時：未定
○連携予定機関：市町村及び商工会
○実施予定内容：地域のニーズに即した講演会、セミナー等を予
定。
○実施により期待される効果等：地域及び職域を通じた健康意識
の向上を期待する。
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　住民の健康を脅かす主要な疾患である生活習慣病
（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防するために
は、個々人の主体的な健康づくりの取り組みに加え、
健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業により継
続した健康管理を支援することが必要である。
　このことから、地域保健と職域保健の連携を図り、健
康づくりのための健康情報の共有や保健事業の共同
実施、さらには健康づくりに関する社会資源の相互活
用、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制の
整備を図るため、地域・職域連携推進連絡会を設置す
る。

〈第１回〉
〇日時：令和４年５月16日（月）
〇出席者：18名（地域保健５、職域保健５、関係機関４、事務局４）
〇内容：
【説明事項】
・南檜山地域・職域連携推進連絡会について
・令和3年度「南檜山地域・職域連携推進連絡会に関するアンケート調査」の結果について
・地域・職域連携について
・地域・職域連携推進事業の進め方について
【意見交換】
・地域・職域における生活習慣病対策（糖尿病、高血圧〈減塩〉）の取組状況及び効果と課題について

〈第２回〉
〇日時：令和４年９月14日（水）
〇出席者：15名（地域保健４、職域保健３、関係機関３、事務局５）
〇内容：
【説明事項】
・第1回南檜山地域・職域連携推進連絡会の振り返り
・今年度実施する事業（案）について
【グループワーク】
・事務局から示した事業（案）について、グループワーク方式により内容を検討

〈第３回〉
〇日時：令和５年３月６日（月）15：30～17：00
〇出席者：14名（地域保健６、職域保健３、関係機関２、事務局３）
〇内容：
・令和４年度南檜山地域・職域連携推進連絡会の振り返り
・令和４年度連携事業「南檜山地域で働く人とご家族のための健診ガイド」（案）について
・令和５年度計画について意見交換

　ターゲットを明確にし、共通認識
を持つこと。

【「南檜山地域で働く人とご家族のための健診ガイド」の作成】
〇目的：
・南檜山地域で働く人が健（検）診情報にアクセスしやすくな
る。
・働く世代の健診受診率向上につなげ、生活習慣病の発症予
防・重症化予防を図る。
〇連携機関：当連絡会構成団体
〇実施内容：
・健（検）診につながらない小規模事業所及び被扶養者等を
ターゲットとして、南檜山地域の健（検）診情報及び相談機関
に関する資源をまとめたパンフレットを作成し、当連絡会構成
団体へ配付する。

・パンフレットの作成により、
管内の健診情報が一目でわ
かるようになり、情報にアクセ
スしやすくなった。
・受診につながらない小規模
事業所や被扶養者へのアプ
ローチが重要であるという共
通認識を持つことができた。
・連携事業の実施のため、コ
ンスタントに連絡会を開催し
検討を重ねることで、構成団
体同士の顔のみえる関係性
が少しずつ築けてきた。

①高血圧、糖尿病が多い。
②健（検）診につながらない層
への働きかけが不十分。
③地域と職域の連携推進。

○時期：令和５年７月～令和６年１月（２～３回）
〇内容：
・健（検）診につながらない層へのアプローチ（小
規模事業者、被扶養者等）
・圏域特有の健康課題対策（高血圧、糖尿病等）
・メンタルヘルス対策

【「南檜山地域で働く人とご家族のための健診ガイド」の有効活用
に向けたワーキング】
〇目的：
・南檜山地域で働く人が健（検）診情報にアクセスしやすくなる。
・働く世代の健診受診率向上につなげ、生活習慣病の発症予防・
重症化予防を図る。
〇実施予定日時：７月、10月、1月頃
〇連携予定機関：当連絡会構成団体
〇実施予定内容：
・健診情報へアクセスしやすくするための媒体の見直し
・構成団体を通じた普及啓発の実施
〇実施により期待される効果等
・健診に関する正しい情報、具体的な情報を周知することで、受
診率向上につながる。
・地域の健康課題について構成団体と共有し、解決に向けて共に
取り組む体制ができる。
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　道民の生命や健康を脅かす主要な疾患となっている
生活習慣病（がん、心臓病、脳卒中、糖尿病等）を予防
するために、個々人の主体的な健康づくりの取組に加
え、健康教育、健康相談、健康診査等の保健事業によ
る継続した健康管理を支援することが必要である。
  このため、留萌圏域の地域保健と職域保健の連携を
推進するために留萌圏域地域･職域連携推進連絡会
を設置し、健康づくりのための健康情報の共有や保健
事業の共同実施、更には、健康づくりに関する社会資
源を相互に活用し、生涯を通じた継続的な保健サービ
スの提供体制を整備し、生活習慣病予防対策を推進
する。

〇日時：令和４年10月７日（金）
〇出席者：13名（市町村４、労働基準監督署０、商工会１、地産保センター１、建設業者１、金融１、協会
けんぽ１、事務局４）
〇内容：
【報告事項】
・「留萌圏域における健康保険加入者の市町村の各種データ」から見えてきたこと
・留萌管内における事業所の健康状況の取組について
・留萌信用金庫における健康づくりの先駆的な取組事例について

【情報交換】
・事業所健康管理に関する実態調査と国民健康保険各種データから見える圏域の健康課題の特徴
・データヘルス計画の最終評価からみえる健康診断の受診者を増やすための戦略について

　高血圧・脳血管疾患・高塩分摂
取・高脂血症などが地域の特性
がみられるが、あくまでも国保
データにとどまり、働き盛りの健康
課題の特徴を市町村も把握でき
ていない現状を踏まえ実施
　また、国保対象者はコロナウイ
ルス感染症による地域参加事業
が減少し、健康づくりの場が少な
いことに加え公共交通機関などに
よる社会的資源による弊害、生活
圏が狭まってることも健康課題を
助長している。

　 ○時期：令和６年１～２月頃
○内容：

【報告事項】
１　すこやか北海道（改訂版）の評価と次期計画の進
捗について
２　商工観光課食と観光働き手対策室との連携によ
る健康経営に係る取組事例報告・アンケート調査結
果
①経営セミナーでの健康づくり（特定健診等の受診
勧奨及びメンタルヘルス対策）ＰＲ
３　圏域におけるＫＤＢＥxpander地域・職域制度差分
析から見える健診等の傾向について
４　地域保健部から地域職域に対する健康教育等の
支援ＰＲについて検討・情報交換

（実施予定なし）
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　宗谷管内における地域保健と職域保健の連携によ
り、それぞれの機関が実施している健康教育や健康相
談、健康に関する情報等を共有し、在住者や在勤者の
違いによらず、地域の実情を踏まえたより効果的・効率
的な保健事業を展開し、もって北海道民の健康寿命の
延伸及び生活の質の向上を図るため、宗谷地域・職域
連携推進連絡会を開催する。

未開催
＊新型コロナウイルス感染症の影響等により調整が困難だったため

　 ○時期:令和５年11月29日（水）
○内容：
・協会けんぽ北海道支部の健康づくりについて
　説明者　全国健康保険協会　石垣　喜子
・宗谷地域の健康状況について
・地域職域連携推進事業の趣旨と進め方
・地域・職域連携の取組紹介
１　農協巡回ドックにおける地域・職域連携
　　枝幸町
２　健康づくり連携協定事業や食環境整備
　　礼文町
・ 意見交換（３０分）
　宗谷の健康課題に関すること、市町村と職域
で連携できそうなこと　　等

（実施予定なし）
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　地域保健と職域保健の連携により、それぞれの機関
が実施している健康教育や健康相談、健康に関する情
報等を共有し、北網地域内在住者や在勤者の違いに
よらず、地域の実情を踏まえたより効果的・効率的な保
健事業を展開し、もって北網地域住民の健康寿命の延
伸及び生活の質の向上を目的に、北網圏域地域保
健・職域保健連携推進連絡会を設置する。

書面開催
○日時：令和５年２月９日（木）
○出席者：23機関（市町保健部門10、市町国保部門3、労働基準監督署1、商工会2、職域2保健医療
関係団体5）
○内容：
情報提供
・北網圏域市町健（検）診実施状況
・協会けんぽ加入者の健康状態と健康づくりの取組について
・北見労働基準監督署内有所見率の推移
・健康経営の推進に向けた取組実施報告

　連絡会の開催が、コロナ禍によ
り２年間書面開催となっており、情
報共有に留まっている状況。今後
は、地域特有の健康課題を特定
し、課題の解決に必要な連携事
業実施に向けた協議をしていく必
要がある。

〈網走保健所〉
【①ほっかいどうヘルスサポートレストラン事業の活用促進
及び ②施設の受動喫煙対策の推進（北海道のきれいな空気
の施設登録推進）】
〇目的：「すこやか北海道21」に基づき生涯を通じた健康づく
りを推進するため、望ましい食習慣の形成に向けた環境整備
や健康づくりに関する情報提供をとおし、健康づくりに関する
知識や意識を高める。もって、住民自らの健康行動に結びつ
ける。
〇日時：令和４年４月～令和５年３月（随時）
〇連携機関：
①②管内給食施設（事業所含む）・管内食品関連事業所
②管内の多数の者が利用する施設
〇実施内容：
①②管内給食施設（事業所）に対して事業で配信している健
康づくり情報の活用状況の確認・助言、管内食品関連事業所
に対する事業周知・登録推進
②管内の多数の者が利用する施設に対する登録推進・リーフ
レット配布

〈網走保健所〉
　事業所・施設は職域分野に
おける健康づくりの重要性を
把握し、職場における健康増
進に向けた取組を実践する必
要があることを認識する契機
となった。

〈網走保健所〉
　管内は全道同様の健康課
題を抱えており、バランスのよ
い食事の普及啓発や野菜の
摂取量増加・減塩への取組が
必要である他、望まない受動
喫煙が生じている。
　事業所（管内給食施設）にお
いては栄養士が未配置、また
は健康課題解決に向けた体
制が整備されていないといっ
た課題があるため、保健所が
提供する健康づくり情報の活
用を含めた食育のあり方につ
いて助言が必要である。

○時　期：令和６年２月頃
○内　容：
・北網圏域市町の健（検）診実施状況
・各構成機関が保有する健康課題及び保健事
業の報告
・働き盛り世代をターゲットとした健康づくり対策
について検討

〈網走保健所〉
【①ほっかいどうヘルスサポートレストランの登録推進及び②健
康管理に関する衛生教育（内容未定）】
〇目的：「すこやか北海道21」に基づき生涯を通じた健康づくりを
推進するため、望ましい食習慣の形成に向けた環境整備や健康
づくりに関する知識や意識を高める。もって、住民自らの健康行
動に結びつける。
〇連携予定機関：①管内事業所（給食施設）等
○実施予定内容：
①管内事業所（給食施設）に対し、直接、及び当所主催各事業や
保健所相談窓口において当該事業のほっかいどうヘルスサポー
トレストラン事業の登録推進
②衛生教育
○実施により期待される効果等
　事業をとおし、地域保健と職域保健の連携を図り、事業所等は
職域分野における健康づくりの重要性を把握し、職場における健
康増進に向けた取り組みを実践することができる。職員は、自身
にとって適切な食事を理解し、健康づくりの重要性を認識すること
ができる。
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　地域保健と職域保健の連携により、それぞれの機関
が実施している健康教育や健康相談、健康に関する情
報等を共有し、北海道内在住者や在勤者の違いによら
ず、地域の実情を踏まえたより効果的・効率的な保健
事業を展開し、もって北海道民の健康寿命の延伸及び
生活の質向上を目的とする。

○日時：令和５年１月20日（金）
○出席者：11名（市町村４、商工会議所１、事業所１、事務局５）
○内容：
【事例提供】
・事業所における健康づくり対策について

【報告】
・遠紋圏域健康づくり事業行動計画進捗状況について

【情報提供】
・令和4年度健康づくり道民調査について
・令和４年国民健康・栄養調査について

　当圏域の連絡会は委員制では
ないため、構成機関に開催案内
を出し、出席依頼をしている。市
町村は8市町村中、４ヶ所出席し
てくれたが、職域関係は商工会議
所1ヶ所、事例発表をしていただ
いた事業所1ヶ所の出席だったの
で、コロナ禍ということもあるが、
なかなか広く参集し、圏域の課題
検討を実施するまではいたってい
ない。

　 （実施予定なし） （実施予定なし）

19
十

勝

帯

広
17

　生涯を通じた健康づくりを推進するため、壮・中年期
の人々が属する職域保健と地域保健との連携により、
それぞれの機関が実施している健康教育や健康相
談、健康に関する情報等を共有し、地域の実情を踏ま
えたより効果的・効率的な保健事業を展開し、「すこや
か北海道２１」及び「十勝圏域健康づくり事業行動計
画」の推進を図ることをもって地域住民の健康寿命の
延伸及び生活の質の向上を目的とする。

書面開催
〇日時：令和５年３月29日（水）
〇出席者：31名（市町村19、労働基準監督署１、商工会関係2、地産産業保健センター1、医師会2、医
療機関1、事業所・団体4、事務局1）
〇内　容：
【報告事項】
・新型コロナウイルス感染症流行下での健康管理の取組状況
・職域における健康診断・健康診査等の状況
・北海道健康増進計画（すこやか北海道２１）及び十勝圏域健康づくり事業行動計画の取組について

【協議事項】
・十勝圏域健康づくり地域・職域連携推進連絡会のあり方について

　職域保健へのアプローチに向け
ての課題として、市町村では職域
保健の実情がわからない、健康
課題の共有がない、担当者同士
が顔を合わせる場がない等情報
共有の機会不足があげられる。
職域保健では、事業所健診結果
からの健康課題を把握し切れて
いない傾向が見受けられることか
ら、市町村等との連携の具体が
見えてこない。

【新型コロナウイルス感染症流行下での健康管理の取組状況
の情報共有】
〇目的：新型コロナウイルス感染症流行下における健康診査
等の対応状況や健康管理の現状について情報共有を図り、
今後の健康づくり方策に関する意見の聴取する。
〇日時：令和５年３月６日（月）～３月27日(月）
〇連携機関：当該推進連絡会構成団体
〇内容：市町村-勤労世代の健康づくりに対する取組状況（健
康教育、特定健診・特定保健指導、がん検診等での職域保健
との連携に関すること。）
職域保健-R３/R４年度の健診受診状況（新型コロナウイルス
感染症対策下における結果への影響）及び健診事後の保健
指導実施状況、がん検診や健康保持増進対策の実施状況、
新型コロナウイルス感染症流行下での勤務体制等に関する
現状把握等。

　新型コロナウイルス感染症
対策下における健康影響の
把握や収集した情報を見える
化して還元することで、地域
保健、職域保健両者が情報
共有を図る一助となる。また、
当該推進連絡会でとりあげて
もらいたい項目等ニーズ把握
の機会となった。

　新型コロナウイルス感染症
流行下における行動制限や
感染防止対策による健康管
理の困難な状況が懸念され
たため、各市町村、事業所等
での健康づくりの取組の現状
や工夫について情報交換の
機会を要すると考えた。

○時期：令和６年２～３月頃
○内容
１　協会けんぽ被扶養者に対する、自治体実施
のがん検診に関する周知と受診機会の提供（特
定健診（協会けんぽ））に関すること。
２　がん検診（自治体・事業所等）の同時実施に
向けた連携（周知面の課題・取組など）に関する
こと。
３　すこやか北海道（改訂版）の評価と次期計画
の取組及び十勝圏域健康づくり事業行動計画と
圏域の健康課題に関すること。
４　職域における歯科保健、メンタルヘルスに関
すること。

（実施予定なし）
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　健康寿命を延ばし、生活の質の向上を図るため、地
域保健と職域保健が連携し、生活習慣やメンタルヘル
ス等圏域の健康課題の解決に向けた共同の取り組み
や生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制の
整備を推進する。

書面開催
〇日時：令和５年３月22日（水）
〇出席者：19名（市町村8、労働基準監督署１、商工会議所１、地産保センター１など）
〇内容：
【報告事項】
・釧路署管内定期健康診査における有所見率について
・釧路保健所管内特定健康診査項目・質問項目の集計データについて
・釧路保健所管内製造業（食品営業許可）施設における受動喫煙対策に関する調査報告書について
・がん対策関係について

　地域の健康する情報共有や健
康課題の共有はしているが、共同
事業（連携事業）の取組みには
至っていない。

○時期：令和６年２月～３月
○内容：
【報告事項】
・すこやか北海道（改訂版）の評価と次期計画の
進捗について
・釧路圏域の健康の状況について（釧路労働基
準監督署管内における定期健康診断における
有所見率等）
【協議事項】
・受動喫煙対策の推進について

（実施予定なし）
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　健康寿命を延ばし、生活の質の向上を図るため、地
域保健と職域保健が連携し、生活習慣病やメンタルヘ
ルス等地域の健康課題の解決に向けた共同の取り組
みや、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制
の整備を推進する。

〇日時：令和５年３月16日（木）
〇出席者：30名
〇内容：
【情報提供】
・協会けんぽの保健事業について～根室圏域の現状と課題～
・釧路署管内の有所見率の現状について
・根室圏域の健康課題について（地域保健から）
・北海道の健康づくり推進事業の取組について
・地域・職域連携推進事業について
意見交換は保健所から後日、文書にて取りまとめることとし、連絡事項を行い終了。

　平成22年度を最後に未開催の
連絡会であったため、まずは圏域
の健康課題の共有を図り、関係
機関の意見等を取りまとめた上
で、地域・職域連携推進事業の理
解を深めていくことが必要。

【健康づくり道民調査の実施】
〇目的：職域の健康課題を把握する。
〇日時：令和４年11月～令和５年１月
〇連携機関：漁業協同組合、農業協同組合、関係町
〇内容：健康づくり道民調査を実施。

　調査を通し、対象者へ結果
を返すとともに健康づくりに関
するリーフレットを配布し、普
及啓発を図ることができた。
（年度当初は、関係機関等の
取組状況調査を実施する予
定であったが、健康づくり道民
調査の稼働が多くなり、予定
していた調査が実施できな
かったので、次年度、実施し
共有を図り健康づくりに関す
る意識を高めていく）

　職域の情報把握を行いた
く、今年度は健康づくり道民調
査の年だったので管内の３事
業所の協力を得て調査を実
施した結果、圏域の健康課題
の現状としては喫煙率は高
く、COPDの死亡率も高い傾
向にある中で、COPDに関す
る知識が低いことがわかり、
今後、受動喫煙対策と併せ
て、普及併発に取り組んでい
く必要性を感じた。

○時期：令和６年２月もしくは３月頃
○内容：
・協会けんぽからの情報提供
・労働基準監督署からの情報提供
・地域保健からの情報提供
・職域保健からの情報提供
・今後の連携推進に関する協議事項

【根室圏域地域保健・職域保健連携推進に係る調査の実施】
〇目的：地域保健と職域保健の連携により、情報等を共有し地域
の実情を踏まえ効果的・効率的な保健事業を展開していくために
地域や職域の健康課題や健康づくりに関する取組状況を把握
し、今後の連携事業等を検討していくための資料とするため。
〇実施予定日時：令和５年６～７月頃
〇連携予定機関：根室圏域地域保健・職域保健連携推進連絡会
構成機関
〇実施予定内容：地域保健・職域保健において健康づくりに係る
実態調査を実施する。
〇実施により期待される効果等：調査に協力いただき、取りまと
め状況の共有を図ることにより、根室圏域の健康づくりの推進に
ついてそれぞれの役割について考えていただき、今後の健康づく
りの推進、取組に繋げていくことができる。


